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現在、政府では観光立国の実現に向けて、２０１０年までに訪日外国人旅行者数を

１０００万人にすることを目標に掲げ、ビジット・ジャパン・キャンペーンを強力に進めて

いるところです。また、観光立国戦略会議のＷＧでは２０２０年２０００万人時代に向け

た戦略策定の議論が行われています。 
このため、拡大するインバウンドに対応した受け皿体制を整備していくことが急務と

なっており、そのためには幅広い議論が必要となっているところでありますが、その中

でも、増加する訪日外国人旅行者に対してどういう形で通訳ガイドサービスを提供す

るのかということが重要な課題となっています。 
このような状況を踏まえ、増加する訪日外国人旅行者に対応した通訳案内士のあ

り方を検討するため、関係者の幅広い意見をいただくと共に、意見交換・認識共有の

場の設置を目的とした、「通訳案内士のあり方に関する懇談会」を以下のとおり開催

します。 

なお、本懇談会における意見交換を踏まえ、有識者を交えた検討会を別途設置し、

通訳案内士のあり方についての検討を引き続き行います。 
 

１． メンバー 
○ 通訳案内士団体 
○ 旅行業者 
○ ホテル業者 
○ 地方自治体 
○ ボランティアガイド団体 
○ 観光庁 

  
２． スケジュール（案） 

第１回 １１月  通訳案内士団体からのプレゼンテーション 
第２回 １２月  旅行業者、ホテル業者からのプレゼンテーション 
第３回  １月  地方自治体、ボランティアガイド団体からのプレゼンテーション 

 
３． その他 

本懇談会の資料及び議事については、すべて公開とする。 
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